









ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン と人 間 工 学
福 田、民 郎
1.は じめ に
今 日,オ フ ィスオー トメ イシ ョン(以 下OA)は,"ワ ークステーシ ョンの
時代"で ある と盛 んに言 われている。主力のマ イクロプロセ ッサが8ビ ッ トか
ら16ビッ ト,さ らに32ビッ トへ移行 し,複 雑な演算処理 を高速で行 い,互 いに
ネ ットワークで結 ばれた情報機器が多 く市場 化 されてい る。機 能や 目的が違 っ
ていて も,そ れ らの各々が ワークステ ーシ ョン(以 下WS)と い う名で呼 ばれ
ている。 しか し,こ こで 明確 に しておかねばな らない ことは,何 を もってWS
と呼ぶ ことが出来 るのか といった ことである。 ソフ トやハ ー ドウェア技術 ,デ
ザ イン,あ るいはベ ンダーサ イ ドな ど様 々な分野 や背景 か らWSが 論 じられそ
して定義づ け られ た り,ま た一方では,宣 伝や広告の ためのキ ーワー ドとして,
単 なる端末機器や特殊な業務のためのシステ ムや ワー クエ リア をWSと 呼 んだ
り,ハ イエ ン ドのパー ソナルコ ンピュータをWSと 呼 んでいるのが現状であ る。
OAは,IC,LSI,超LSIの 技術的進歩 に代 表 されるテクノロジーに
支 え られ,多 くの 情報 機 器,と りわ けワー ドプ ロセ ッサ,パ ー ソナル コ ン
ピュータ,フ ァックス を中心 に今 日まで発展 して きた。今 日の普及 を見 る と,
確 かにオフ ィス業務 の内容 の変化 はもとより,オ フ ィス景観の変化 をも,も た
ら してい るのは事 実である。これらのOA機 器の普及 によるイ ンパ ク ト,さ ら
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に,オ フ ィス業務 におけるニ ーズ,イ ンテ リジェン トビルに代表 され る建築サ
イ ドの発展 な どが相俊 って,今 日のWSブ ームを引 き起 こしていると言 えよう。
しか しなが ら,普 及 とその利用 にともなって,多 くの問題 がオフ ィス内 に発生
してい ることも事実 である。人間 とコンピュータとの インターフェイス の問題
WSに ともな う環境 の問題,テ クノス トレス,OA病 な ど様 々な形で軋轢が生
じてい る。 ここでは,改 めて,WSの 意味 と環境評価 も含む人 聞工学のチ ェ ッ
クリス トを中心 にWSに つ いて述べてみたい。
2.WSの 歴 史 的 背 景 と現 在 のOA化 に 対 す る反 省 点
WSが 主張 されてい る大 きな理 由の一つ として,技 術 の歴 史的背景 を挙 げね
ばな らない。歴 史的 には,大 きく分けて,1950年代のバ ッチ処理(一 括処理)
の時代,60年代 のTSS(時 分割 システム)の 時代,70年代の分散処理 の時代,
80年代前半 のパー ソナルコンピュー タの時代 の4つ の時期 を経 て きている と言
える。バ ッチ処理 の時代で は,大 変高価 な コンピュータが,空 調 の完備 した計
算機室(電 算室)と いった もの もの しい空間に設置 され,一 般のユーザーか ら ・
隔離 して運用 されていた。 コンピュー タは一括処理 のため,計 算結果 はあ る程
度の時間が経 過 しない と出てこない システ ムで,人 間 とのイ ンターフェイス も,
紙テ ープやパ ンチ カー ドが主であ った。言わば コンピュータは全 くの ブラ ック
ボ ックス的な存在であ った と言 える。次代のTSSで は,1台 の コ ンピュー タ
を何人 もの利用者が,各 々 自分 の端末で作業す る方式で,利 用者 はあたか もコ
ンピュマタを専有 している様 な感覚で操作で きたが 実際には,設 計作業 や思
考作 業の様 な非定 型業務 には利用 で きるレベ ルで はなかった。端 末 は勿論,
"ダム ター ミナル"で あった。そ して分散処理 の時代で は,利 用者が操作す る
端末 に もCPUが 搭 載 され,あ る程 度 の処理 は中央 のCPU(ホ ス トコ ン
ピュー タ)に 頼 ることな く,端 末サイ ドで処理 で きるようになる。"イ ンテ リ
ジェン トター ミナル"と は,前 時代の ダム ター ミナル と比較 して付 け られた呼
.:
称 であ り,一 般名称 に もなって くる。80年代 に入 り,パ ー ソナルコ ンピュータ
の驚異 的発展や普及が あ り,今 日,結 果的には,パ ーソナルコ ンピュータの歴
史が示す様 に,言 わば下位 レベ ルか ら,大 型コ ンピュー タや ミニコ ンピュータ
へ の能力的接近 といったこ とを もたら している。前時代 までの動 きが,上 位 と
も言 える大型 コンピュー タか ら小型,端 末 レベ ルへの ブ レイクダウンとい った
動 きで捉 えることがで きるな ら,今,両 者の中間点 と も言 える所で,WSが 叫
ばれてい ると理解す るこ とが 出来 よう。
具体 的には,今 日の主 流のWSの 思想 を初めて具体化 した ものは,1970年代
初めのXerox社のAltoである と一般 的 に言われてい る。マ ンマ シンシステ ムが
未成熟 な分散処理の時代 において,そ れ までになかった操作法 や ソフ トウェア
上の工 美が計 られてお り,よ り人間に近づいたユーザ フ レン ドリーな思想でデ
ザ イ ンされてい ると言 ってよいで あろう。アイコ ンやマ ウスなどの使用が可能
であ り,今 日のWSの 原初 であったと言 える。
一方,80年代初めか らの猛烈 なOA化 の反省 として,次 の様 なことも事実で
ある。前述 した様 に,ワ ー ドプロセ ッサ,パ ーソナルコ ンピュータ,フ ァ ック
スを中心 と した機器が急激 な勢いで オフィス内に入 り,機 器 の装備 とい った点
で,普 及度 はかな りの レベ ルまで達 したが,反 面,数 の普及 とは逆 に,例 えば
異機種間の情報の共有化がで きない とい った情報 の孤立化 や,処 理速度 の遅 さ,
通信能力の低 さ,ソ フ トウェアの不足 と統一 のなさ,加 工性の弱体,他 社製 品
との不適合性,機 器設置 のスペ ースの不足,拡 張性の なさ,操 作性の悪 さな ど
多 くの問題 を引 き起 こ してい る。あるいは,余 りにス タン ドアロン的に しか利
用で きず,極 端 に言 えば,大 きす ぎる文房具の様 な状 態 にな り,し か も悪 いこ
とに一人一人がオフ ィス内で機能が同 じ様 な異機種の機器 を所有す るとい う悪
環境 に陥 って しまった りしてい る。 さらにオフ ィス内の運用体系が確立 されて
お らず,バ ラバラなOA化 が進み,そ れが混乱 に拍車 をか けてい る状況 を呈 し
てい ると言え よう。 どん なに新 しい機器 やOAフ ァニチ ュアをもってオフ ィス
.・
の景観 を新 しい ものに した として も,情 報のハ ン ドリングシステムが この様 な
状態で は,そ れは全 くの無意味 なこ とであ ろう。
この様 な状況の下で期待が かけ られて いるのがWSで あると言 えないだろ う
か。今 日まで のOA化 の実態 は,"ル ーテ ィンワークの個 々の コンピュータ化"
という言葉で表現で きるな らば,今,叫 ばれてい るWSは,強 力 な通信機能 を
備 えた前述の様 な問題 を克服す ることがで きるシステム機器 と言えるであろ う。
さらに汎用性 の レベルが上昇 し,思 考や意志 決定,設 計,デ ザイ ン,ソ フ ト開
発な どの非定型業務 を も充分 に支援す るものが望 まれてい ると判断する ことが
で きる。 これ らの大 きな二つ の流れ,技 術 の歴史 的背景 と需要面の流 れか ら,
WSの 出現が期待 されていると理解で きる。
3.WSに 求 め ら れ て い る機 能
ここで は,現 在 製品化 されて いる もの,及 び技術 の発展動向か ら,WSに 求
められてい る機能 を挙 げてみ たい。WSを 支えている技術 には次の様 な ものが
ある。
1.マ イクロプ ロセ ッサ や記憶ICの 高性 能化 と低価格化
2.優 れたマ ンマシ ンイ ンターフェイスを備えた ソフ トウェア
3.高 性 能のデジタルPBXの 普及
4.光 フ ァイバ ー,LANな どによる伝送技術 の発達
5.光 カー ド,ICカ ー ド,ハ ー ドデ ィス ク,CD-ROMな どメデ ィア
の発展な どである。
一方,環 境 的背景 には,事 務用椅 子の高性 能化 と普及,OAデ スクなどの オ
フィス家具の普及,そ して器 と しての インテ リジェ ン トビルの発展 などを挙げ
ることがで きる。


















エ ンジニア リングワークステーシ ョンとオフィスワー クステー ションの区別
をここで は してい ない。 将来 は;業 務 の内容や環境 を選 ばない汎用のWSと
いった ものが具体化 される ことが容易 に予想で きるか らである。
しか し,最 も重要な ことは,専 用端末で はな く一般 のオフ ィスワーカーが使
用す るという前提か らする と,操 作性 の良い,高 度 のマ ンマ シンイ ンターフェ
イス を備 えた ものであ ることが必須 の条件であ るこ とは言 うまで もない。 アイ
コンやマ ウス,あ るい はもっと優 れた入出力の方法 や ソフ トウェアの充実,齒さ
らに音声 や手書 き文字の入力な どの実現が期待 されてい ると言え よう。
4.将 来 のWSと は"
こ こで改めて,技 術 的動 向を含めて総合的に将来のWSと いつ た もの を定義
づけてみ るこ とに したい。現在,WSの 定義には,様 々な分野か ら定義が下 さ
れている。技術系,シ ステム系,機 械系,オ フ ィス環境系,業 務 の内容か らの
もの,コ ンピュータ発展 の歴 史か らの もの,様 々で ある。技術系(仕 様書 を中
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心 に した もの)の 代表 的 な もの は,MITの"総 合教育環境 構築 プ ロジェ ク
ト"で の定義 や,ブ ラウン大学のEWSの 定義 などが著名である。すなわち,
フル32ビッ トのマ イクロプ ロセ ッサ(i80386,MC68020など),高 度 の応 答
性(1MIPS以 上),高 解像度 の ビッ トマ ップデ ィスプ レイ,数 十 メガバイ
ト以上の記憶能力,マ ウスな どのポイ ンテ ィングデバ イスの使 用,LAN上 の
運用 な どが技術 的な定義 の主流 となってい る。 また,一 般 的 には,大 型 コ ン
ピュー タと接続 され,端 末 と して充分 なパ ワーを持 ちなが ら,単 体 として も高
度な処理能 力を備 え,従 来 コンピュー タルームなどに設置 されていた もの を,
直接仕事 の発生す る現場 に持 ち こんだ,言 わば仕事 をする人のための作 業台 が
WSで ある,と いった ものや,単 にホス トコンピュータに対応 した端末装置,
な どといった荒 っぽい定義 も見受 け られる。家具系の ものでは,個 人の執務空
間 とい う意 味で,そ こで使われている家具 を含めた ものがWSで ある とか,個
人の仕事 に必要 な家具,設 備 の最小 であ り,家 具の配置の基本単位 をWSと 呼
ぶ,な ど随分 と技術的定義 とは掛 け離 れた もの もあ る。あるいは機械系 では,
マ ンマ シ ンイ ンター フェイスに最 も重点 を置 いて設計 したデス ク トップ コン
ピュー タとか,単 に電子机の ことな ど意味不明の もの も存在す る。
前述 の技術 的動向 と,オ フィスにおける基本的 な機能の観点 か ら,求 め られ
ている将来 のWSを ここで定義 してみる と次の様 になる と思われる。す なわち,
"オフ ィスワークに必要な文字情報,図 形 ・画像情報な どを専 門的かつ総合
的に処理が可能で,情 報通信 がで きるネ ッ トワーク機能 を持 ち,情 報 の共有化,
及び周辺機器 の共有化がで き,定 型業務 は勿論の こと,意 志 決定 や設計業務 な
どの非定型業務 などに必 要な人間の創造性 を最大限 に発揮 させ るこ とので きる
マ ンマ シンインターフェイスを特 に最優 先 させ て設計 された コンピュータを中
心 と した機 器,あ るいはそのシステムがつ くる基本的 な環境,空 間がWSで あ
る。"と言 えるだろう。
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5.人 間 工 学 チ ェ ッ ク リス トと分 析
人間工学 はWSの デザ インに関 して,極 めて重要なフ ァクターである。情報
機器のみな らず,机,椅 子な どの プロ ダク トデザ インと してのW§ はもとより,
環境 レベルに至 るWSの デザ インに関 して,人 間工学的な面か らの評価,及 び
評価項 目の利用 は,実 際のデザ イニ ングか ら現在の設置状 況の改善な どに関 し
て,大 きな力 とな りうる ものであ る。今 日,オ フ ィスに間断 な く流れ込む情報
機器は,業 務 のプロセス や内容の変化 を引 き起 こ したが,一 方で はそれ らの新
しい機器は もとより,環 境 レベル に至 るまで,人 間 に対 して時 と して人間の能
力以上の もの を要求 した り,精 神面に まで圧迫感 を与えた りしてい る。それ ら
が巻 き起 こす身体的,精 神的 な障害 も具体 的な事例で発表 され た り,テ クノロ
ジー不信感 やテ クノス トレス とい った言葉 も生 み出されて いる。
ここに挙げるチェ ック リス トは,そ うい った意味で,一 つ には具体的なデザ
インに反映すべ きフ ァク ターであ り,あ るいは また,現 状のWSの 環境 レベル
をよ り詳細 に把握 し,マ イナ ス要因 とな っている事項 を一つで も少 くす るため
の,つ ま り作業環境 を改善 させ ることも目的の一つ に置いて いる。当然の こと
なが ら,こ れか ら機器 を導入 してWSを 形成す る場合 に も,ア セ スメン トとし
て の役割 を果 す ものであ る。以下の125にわたる項 目は,現 状 の機 器が抱 えて
い る問題や,環 境 における問題点 など を想定 して リス ト化 している ものであ り,
各 々の項 目はそれ 自体独立 した もの もあ り,あ るいは他の項 目と深い関連 を持
ち,他 の項 目の解決が その項 目の解決 につながる場合 もあ る。例 えばキ ーボー
ドの入力時の手首の角度 は,キ ーボー ド自体 のデザ イ ン,デ スク トップの上下
機構,椅 子の上下機構,机 上 での レイアウ ト位置 な どすべ ての項 目と関連 して
いる。すで に設置 されているWSを 評価す る場 合には,総 合 的な評価 と しての
役割 を果 たすが,技 術 の進歩 によるプロダク トやシステムの発展,人 間工学面
で の研究や発見,あ るいは建築サ イ ドの改善や解 決な どが 日常 的に行 われてお
り,こ れ らを常 に勘案 して リス トの改 良を行な う必要が ある ことは言 うまで も
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ここで は,よ くパ ンフ レッ トなどで見 ることがで きる人間 と機器のデ ィメン
ジ ョン上 の検討 図 はあ えて挙げて いない。 目の位 置,頭 の角 度,足 回 りのス
ペ ース,椅 子の高 さ,デ スク トップの ゾーニ ングな どは,人 によ りか な りの数
値の差があ り,平 均値 による検討 は余 り意味 をな さない ものであ る。実際 には,
微妙 な数値の差異 も個 人に とって は大 きな違いになることが多 く,さ らに重要
なことは,業 務内容 や作業時 間,個 人のバ ックグラウン ドや習熟度,あ るいは
癖 などが よ り大 きく影響 をあ たえてい ることの方が はるか に多い こと も事 実で
あ る。作業姿勢の問題 も,教 科書的 な姿勢で業務 を行 っている者 は全 んどない
と言 って よい。観察 に よる と特 に長時 間に渡 るWSの 利 用者,例 えば ソフ ト
ウェア開発 者な どは,こ の様 な姿勢 をとる ことは皆無 と言 ってよいで あろう。
WSに とって最 も重要 なことは,作 業者個 人の 自由度の巾,つ ま り自分 の操作
のや りやすい姿勢 や機器 レイアウ トをとれること,そ して環境 か らのマ イナ ス
要 因 を補正 する ことが 出来 るWSの デザイ ン上の解決方法 の方 を重視すべ きこ
とであろ う。WSは 決 して飛行機 のコ ック ピッ トの様 な空 間で はないのであ る。
チェ ック リス トの後 に,こ れ を利用 して行 った実際のWSの 評価 ・分析 シー
トの例 を3例 挙 げてお く。総 合的な評価値,そ して ファクターの関連性 の分析
を通 して,ど こを主 に改 善すべ きか といったことが明 らかになっている例 であ
る。方 法は各項 目にお いて,"NO"の 項 目,す なわちマ イナス要因 をチェ ッ
ク している。CRTや キーボー ドな どグループごとにお いて,チ ェック数が集
中す る程,そ のアイテムが良い状態で ないことがわかる。 さらに総合的にマイ
ナ ス要 因の総数 と,そ のパーセ ンテイジを出 している。従 って,こ の数字が大
きいことは,WSの 環境 として好 ま しくない状態 を示 してい ることになる。絶
対 評価 で はないが,一 つ の 目安 にはなると思われる。右側の分析 では,各 々の
ケ ースで各要因の関連 を図示 し,ど の要因が主 なネ ックにな っているかを示 し
















































































































CRT上 の グ リー ンの文字 を長 時間.見る
と.残 像 は補色 の赤 にな る。これ ちの こ
と を避け るため に 、オペ レ・一シ ョンル ー
ムで 壁を ワイ ンレ ッ ドに してい る所が あ
る.又 、病 院の 手術 室では 、ホ スピ タル
グ リー ンと言 う、血 の赤 い色の 補色で あ




























カ ラー表示 の場 合 も、10


















22:CRT画 面 、及び フ ィル ターは 、定期的 にク リ ーニ
ン グを して いるか 。
23:CRTが置かれている作業域は、明るすぎることも
なく、暗すぎることもない適当な明るさか。
CHT上 の 、反射 の映 り込
み防 止の方 法 としては 、
1,フード
2.画面表 面の光 学 フ ィル
ムの コーテ ィング
3.表面の ノ ングレア 処理 。
4、フ ィル タ ー1マ イ クロ























24:キ 一ーボ ー ド(以 下K/Blは 、角度(ス ロー プ角}
の可 変機構 を持 って い るか
25:可変機構がない場合は、その角度は7～15° の範
囲に有るか。





































パ ー ム レ ス ト
5 KEYBOARD
34:パー ムレストは奥行き寸法で50mm以 上か..
35:キー トップの形 状は 、凹面 にな って いるか 。









40;文宇の 大き さは2mm以 上か 。
(ファン クシ ョンキ ー、特殊 キ ーを含 む,}
41:文字の印励方法は、長期間の使用に耐えるよう配慮
されているか。
42:キー トップの 大 きさは 、対角糠 で12～15mmの
範 囲か.





























103:キー の 配列 ピ ッチ は18～20mmの 範 囲か 。
44:キー トラベル は.3～5mmの 範囲 か 。
45:キーの スプ リング フォ ース(押 下圧)は 、強 く もな
く、弱 くもな い適 当な強 さか 。
46:キーコ ンタク トは連 続入 力の場 合 、フ ィー リングが
よ いか 。
4了:キーは入 力時 にフ ィーr・バ ックがあ るか 。
48:入力時において、指あるいは手首に不快感はないか。





















2キー o・id・バ ・に比べ て最 大
2遡 の率で 低い と言わ れ
て い る。
高 速入 力の場 合、Nキ ーo・ta一















































































































































95:ケーブル類 は 、ライ ンノ イズ をカ ットで きるタ イプ










































ワ ークエ リア にお ける周囲
の反 射串 の推奨 値は 以下の
通 りであ る。
◎壁 一 一一 一40～60%
■天 井 一一 一80～90%
●床 一 一一 一10～30%
●フ鹽ライント,-40～60%
●9'Xクト,プ-25～45%





























人間 一人 のデス クワ ーク で
は 、100kca1/h,パソ コンな





































































違 った もの になっている。最下段 はその解決法である。環境 を悪化 させ ている
主要 因を解決す ることは,他 のマ イナス要因 も同時に取 り除 くことがで き,か
な りの環境 レベルの上昇 を期待で きることが理解 で きよう。
以上がWS自 体のデザ インや作業環境 に関 してのチ ェックリス トと分析 ・評
価 例であ る。 しか しなが ら,最 後 に強調 して おか なければな らない ことは,
ハー ドウェアと しての評価 もさることなが ら,今 早急 に検討せ ねばならない こ
とは,ソ フ トウェアの人間工学的研 究であろ う。情報機器 にお いて は,ハ ー ド
ウェアとソフ トウェアは表裏一体の ものであ り,言 わばデザ インの問題 と して
ハ ー ドウェア同様 に,ソ フ トウェアに関する詳細 な検討が よ り必要 であ るとい
う意味である。イライラなどを引 き起 こす精神的,心 理的要因 を内包す るソフ
トウェアは,拙 劣 なハ ー ドウェア以上 に作 業者 に とって は問題 にな りうる と
言 って も過言 ではない。誤操作 を起 こ しやす いプロセスの組 み立て や,目 に対
して何 の配慮 もされていない もの,コ ン ピュータに対 して呪文 の様 な指示の方
法,熟 練 の レベル までに膨 大な時間 を要す るもの,一 見 して拒否反応が起 こる
ソフ トウェアな ど枚挙 にい とまが ない と言 える.*13Sレベ ルか ら矜 リケ_
シ ョンソフ トに至 る までその様 なことが起 ってお り,問 題 をよ り複雑 に してい
る と言える。CRT上 の フォン ト,パ ターンや アイコ ンな どの デザ イン,色 の
使 い方,画 面 レイ アウ ト,命 令 の方 法 とプロ セス,コ ン ピュー タ側 か らの
フィー ドバ ックの方法 など,き めの細 かい配慮が必要であろ う。 また,例 えば,
キーボー ドよりもマ ウスの方が使 い易 い といった例の様に,ハ ー ドウェア との
連携 において,よ り使い易い ソフ トウェアの デザ インが強 く望 まれる ところで
ある。
これ らのこ ともまた,情 報機器 に関す るデザ イ'ナー の使命 の一つ として認識
すべ きこ とで あろ う。特に アプ リケ ーシ ョンソフ トの方 向を決定づ けてい るO
Sレベ ルにおいて は,ハ ー ドウェア とソフ トウェアは利用者 に とって は切 り離
せ ないものであるか ら,デ ザ イン側か らの提案や,ソ フ トウェア開発者 とρ 開
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発 初 期 か ら の 共 同 作 業 な ど,デ ザ イ ンサ イ ドか ら の 積 極 的 な 貢 献 は 益 々 必 要 と
な る に 違 い な い 。 デ ザ イ ナ ー が ハ ー ドウ ェ ア の 使 い 勝 手 や 外 観 の デ ザ イ ン の み
に 終 始 す る な ら ば,情 報 機 器 の 健 全 な 発 展 に 大 き く寄 与 す る こ と に は な ら な い
で あ ろ う。 今 後 ソ フ トウ ェ ア の 分 野 に お い て も,デ ザ イ ナ ー は そ の 力 を 大 い に
発 揮 しな け れ ば な ら な い 様 に 思 わ れ る 。
注
*1.IntelligentBuilding:高度 の情 報通 信 機 能 を備 えた オ フ ィス オー トメー シ ョ ンに対応
した オ フ ィス ビルの こ と。LAN,デ ジ タル交換 機,集 中 デ ー タ処理 シ ステ ム,ビ ル
自動管 理 システ ムな どの設 備 を もつ 。
*2.Techno-stress:OA機器が 原 因に よる心 理的,精 神 的 な圧迫 感 。不安 型 と耽溺 型 に
分 か れ る。
*3.BatchProcessing:一定量 の デー タ を一括 して処理 す る方式 。 パ ンチ カー ドを使 う場
合が全 んどで あ った。
*4.TimeSharingSystem:時分 割処 理 方式 。多 数 の利 用 者が 同 時 に大型 コ ンピ ュー タ を
使 用 す る方 式。 各利 用者 は独 自の プロ グラ ムを走 らせ るこ とが で きる。
*5.DistributedProcessingsystem:オン ライ ン上 で複 数 の処 理 シ ステ ム使 ってデ ー タ を
分担処 理 す る方式。 個 々の端 末 は処 理能 力が低 く,中 央 の大型 コ ンピュー タ と併 用 さ
れ る。
*6.Intelligent.Terminal:オンラ イ ン上 の端 末装 置 で,中 央 の大型 コ ンビz一 タとは独 立
してデ ー タの処 理 がで きるプロセ ッサ を持つ 。
*7.User-Friendly:利用者 の 立場 に立 った 使 い易 い,親 切 な,分 か り易い,な どとい っ
た意 味 。
*8.Icon:像,類似 記号 。CRT上 の絵 文字 を一 般的 に ア イコ ンと呼 んで い る。
*9.Mouse:入力 装置 の一種 で 形態が ねず み に似 てい るこ とか らこ う呼 ばれ て いる。
*10.DigitalPrivateBranchExchange:デジタ ル方式 の 構 内交換 機 。 アナ ログ方 式 で は な
く,音 声 をデ ジタル信 号化 し,電 子式 ス イ ッチ で交換 す る方式 で,パ ソコ ンや フ ァ ッ
クス な どデ ジ タル信号 を扱 う機器 との接 続 が容 易で あ る。
*11.MegaInstructionPerSecond:1秒間 に100万回の 命令 を実行 す る指 標 の こ と。
*12.PointingDevice:キー ボー ドの キー を使 わず にCRT上 の 座標 位置 を入力す る装 置。
:.
マ ウ ス,ラ イ トペ ン,デ ジ タ イ ザ,タ ブ レ ッ ト,ト ラ ッ ク ボ ー ル な ど が あ る 。
*13.OperatingSystem:コン ピ ュ ー タ を動 か す た め の 基 本 的 な ソ フ トウ ェ ア の こ と で,入
出 力 と フ ァ イ ル 管 理,タ ス ク 管 理,ジ ョブ 管 理 の3つ が 基 本 機 能 で あ る 。MVS,U
NIX,MS-DOS,CP/Mな ど が 代 表 的 な も の 。
*14.ApplicationSoftware:実務 処 理 の た め に 作 成 さ れ た プ ロ グ ラ ム 。 文 書 処 理,情 報
フ ァ イ ル,経 理,会 計,販 売 管 理 な ど が 一 般 的 な もの 。
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